
て
、

尿にテた
。

か糞ムンた分た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
は
、
ま
さ
に
悲

劇
的
な
不
衛
生
都
市
だ
た
。

安
部
日
鋼
工
業
の
藤
本
真

世
氏
が
、
こ
の
ほ
ど
郡
山
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
32
回
プ

レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
環
境

に
配
慮
し
た
低
炭
素
型
コ
ン

ク
リ
ー
ト
材
料
の
研
究
で
あ

る
「
太
陽
光
パ
ネ
ル
由
来
の

ガ
ラ
ス
微
粉
末
お
よ
び
細
骨

材
が
モ
ル
タ
ル
物
性
に
与
え

る
影
響
」
の
論
文
を
発
表

し
、
優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し

た
。将

来
大
量
に
廃
棄
が
予
想

さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
由
来

の
廃
ガ
ラ
ス
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
材
料
と
し
て
高
度
利
用
す

る
技
術
の
開
発
を
、朴
相
俊
・

金
城
学
院
大
学
准
教
授
と
の

共
同
研
究
で
推
進
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
多
い

セ
メ
ン
ト
の
代
用
材
料
と
し

て
ガ
ラ
ス
微
粉
末
を
、
天
然

砂
の
代
用
材
料
と
し
て
ガ
ラ

ス
砂
を
使
用
し
、
環
境
保
護

と
廃
棄
物
の
有
効
利
用
に
大

き

く

貢

献
、

カ

ー

ボ

ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
も
寄
与
す
る
。

近
年
、
急

速
に
広
が
る

太
陽
光
発
電

設

備

の

中

で
、
問
題
と

な
る
の
が
廃

棄
物
処
理
で

あ
り
、
２
０

３
０
年
代
に

は
大
量
の
太

陽
光
パ
ネ
ル

が
廃
棄
さ
れ

る

見

込

み

で
、
そ
の
な

か
で
も
重
量
の
７
割
近
く
を

占
め
る
廃
ガ
ラ
ス
の
適
切
な

利
用
方
法
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
水
道
・
下
水

道
を
含
む
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材

料
・
製
品
全
体
へ
の
適
用
を

視
野
に
入
れ
、
今
回
の
共
同

研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

共
同
開
発
の
両
者
は
、
今

後
も
本
技
術
の
実
用
化
を
目

指
し
て
、
学
術
の
知
識
と
産

業
界
の
技
術
を
融
合
さ
せ
、

研
究
開
発
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

藤
本
氏
は
「
私
は
就
職

後
、
こ
の
開
発
テ
ー
マ
に
出

会
い
、
研
究
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た
研
究
が
高
く
評
価
さ
れ

た
こ
と
を
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
資
す
る
研
究

成
果
を
も
っ
て
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

低
炭
素
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
を
研
究

藤
本
氏

が
Ｐ
Ｃ
シ
ン
ポ
で
優
秀
講
演
賞

安
部
日
鋼
工
業

⭚ᒉϐ❋⒣ωΤϭ（ྌέϫ）ู༌ᖤᣗ
（ป⺦日「ྋ᜺）̈́ ⡆ᖲᣗ΅ᖷᣗ΅ⶺⵓ
㈑ᣗ（ป⺦日「ྋ᜺）

２０２３年（令和５年）１２月２５日（月曜日） 




